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■  研 究 トピック  ■

東日本大震災における仙台近郊に位置する文化遺産の被害調査

2011 年 3 月 11 日に発生したM9.0 の東北地方太平洋沖地震と、それに

よって引き起こされた東日本大震災により、各地の文化遺産も多大な被害を

受けた。さらに 4月 7 日に発生したM7.1 の余震でも、文化遺産構造物の被

害が報告されている。そこで立命館大学グローバル COE の関係者を中心に

8名のチームで、人命救助活動が一段落した 4月 30 日～ 5月 3 日の日程で、

仙台市を中心とした被害調査を行った。調査範囲は、宮城県の仙台市、岩沼

市、名取市、東松島市、宮城郡松島町である。

概して地震の揺れによる被害は軽微であり、津波被害が甚大であった。し

かし、瑞巌寺本堂がたまたま改修中で瓦が下ろされていた等の好条件もあっ

た。事前に耐震補強されていて被害のなかった岩沼市の竹駒神社唐門のよう

に、適切な耐震補強を進めていくことは今後も当然考えていく必要がある。

また、文化遺産構造物を津波に耐えられるような構造に補強することは、歴

史的、文化的な価値を保つことを考えた場合、困難だと考えられる。よって、

瑞巌寺の境内まで津波が到達しなかった理由を明らかにするため、松島湾の

島の存在や海底地形の影響などを詳細に検討することは、津波常襲地域にお

ける文化遺産防災を考えるうえで重要である。

今後の災害復興にあたっては、文化や文化遺産の役割が大きくなる。さ

らなる貢献の道を探る必要性を痛感している。詳しくは下記の報告にまとめ

られている。また、岩手県南部・宮城県北部への被害調査や、被害状況のデー

タベース作成も実施している。これらの報告についても下記を参照されたい。

なお、調査にあたっては、西松建設株式会社の大江郁夫氏、鹿島建設株

式会社の鈴木隆志氏らの協力を得た。記して謝意を表する。

（ G -COE文 化 遺 産 防 災 学 推 進 拠 点  幹 事 長 　 伊 津 野  和 行 ）

参考報告：
１）伊津野・大窪・深川・里深・建山・酒匂・林・

大岡：東日本大震災による仙台近郊に位置
する文化遺産の被害，歴史都市防災論文集，
Vol. 5 ， pp. 3 2 3 -3 2 8 ， 2 0 1 1 ． （ h ttp:/ / r-cube.
ritsumei.ac.jp/handle/10367/2735）

２）大窪・林・伊津野・深川・里深・建山・酒匂・
大岡：東日本大震災における地域文化遺産の
避難所としての活用実態，歴史都市防災論文
集 ， Vol. 5 ， pp. 3 2 9 -3 3 4 ， 2 0 1 1 ． （ h ttp:/ /
r-cube.ritsumei.ac.jp/handle/10367/2736）

３）豊田・谷口・樋本・田中：東日本大震災に
伴う岩手県南部・宮城県北部における文化
財 被 害 調 査 報 告 ， 歴 史 都 市 防 災 論 文 集 ， Vol. 
5 ， pp. 3 1 5 - 3 2 2 ， 2 0 1 1 ． （ h ttp:/ / r-cube.
ritsumei.ac.jp/handle/10367/2734）

４）中谷・瀬戸・長尾・矢野・板谷：東日本
大震災による文化遺産の被災状況につい
て  － 文 化 財 被 災 地 理 情 報 デー タベー スの 利
用 ， 歴 史 都 市 防 災 論 文 集 ， Vol. 5 ， pp. 2 0 1 -
208，2011．（http://r-cube.ritsumei.ac.jp/
handle/10367/2719） 東名運河に沈む長音寺
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ユネスコチェア「文化遺産と危機管理」国際研修2011の実施報告

2011 年 9 月 10 日から 24 日までの 2週間にわたり、第 6回目となるユ

ネスコチェア「文化遺産と危機管理」国際研修を実施いたしました。

近年、自然災害や人為的な災害が頻発し、文化遺産も深刻な被害を受け

ており、文化遺産防災が国際的な課題となっています。立命館大学ユネスコ

チェア「文化遺産と危機管理」国際研修は、土岐憲三歴史都市防災研究セン

ター長がパリユネスコ本部を訪問し、文化遺産防災の重要性について示唆し

たことを契機として、2005 年に神戸市で開催された国連防災世界会議（UN-

WCDR）の後、2006 年度から継続的に開催しています。

今回の国際研修は、歴史都市の減災のための統合的アプローチをテーマ

に、コロンビア、ジャマイカ、メキシコ、ケニヤ、ウガンダ、インド、バン

グラデシュ、中国から 9名の研修者を招聘して実施しました。アフリカから

研修者を迎えたのは、はじめてのことです。

国際研修は、講義、見学、ならびに世界遺産である京都を対象としたワー

クショップ、そして、各国がそれぞれに取り組むケーススタディプロジェク

トによって構成されています。この中で、研修者は、文化遺産の被害の予測、

減災に向けた事前対策、緊急時対応、復旧復興を見通した文化遺産防災計画

を作成する手法を習得することを求められます。本年 2011 年 3 月 11 日、

日本は東日本大震災で多大な被害を受けました。ここから何を学ぶことがで

きるか。本年度は、東北工業大学神山眞教授による特別講義、GCOE メンバー

によるフィールドレポート等のスペシャルプログラム

に加え、京都市消防局と南三陸消防署の協力を得て宮

城県南三陸町の現地研修を行いました。最終日には、

発表会を行い、それぞれが作成した文化遺産防災計画

について講師陣がコメントを加え、研修者各位の健闘

をたたえるとともに、修了証書を授与いたしました。

なお、海外の文化遺産保護に関する国内の連携・

協力を推進する、文化遺産国際協力コンソーシアム

（http://www.jcic-heritage.jp/top.html）は、本国際研修

を「複数国 /地域横断」を対象とするプロジェクトと

して紹介しています。

　ユネスコチェア「文化遺産と危機管理」国際研修は、

これまで実施した研修実績をもとに、立命館大学内外

の研究者、国際機関や行政そして現場の専門家など多

彩な講師陣、また、世界各国からの研修者の積極的な

参加により運営されています。今後さらに内容の充実

をはかり、文化遺産防災のより一層の推進を目指して

いきます。　　　

（ 国 際 研 修 運 営 委 員 会 　 ロ ヒ ト・ ジグ ヤ ス、 板 谷  直 子 ）

南三陸町現地研修

修了証書授与の様子
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「文化遺産防災国際シンポジウム」の開催報告

2011 年 3月 3 日（木）～ 3月 4 日（金）の 2日間、韓国の明知大学校 ( 龍

仁キャンパス ) にて「文化遺産防災国際シンポジウム」を開催しました。明

知大学校は当大学のグローバル COE プログラム『歴史都市を守る「文化遺

産防災学」推進拠点』の連携拠点でもあり、2008 年度から当拠点と共同研

究を実施しております。

初日には若手研究者による成果発表会が開かれ、当拠点に所属しているポ

ストドクトラルフェローや大学院生が参加、韓国からは共同研究に参加して

いる明知大学校・安東大学校の学生ら及びソウル市立大学の研究員が参加し

ました。日本・韓国・中国・タイからの 4ヶ国の研究者が参加し、日本・韓

国・タイにおける文化財防災への取り組みについてそれぞれご報告するとと

もに情報交換や研究者ネットワーク構築の場となりました。

その発表内容を見ると、ソウル南大門における火災をきっかけに取り組ん

でいる韓国文化財の火災被害の低減のための提案に関する発表が 1件、地域

に根付いた事例研究が 7件ありました。事例研究の対象地域としては日本 4

件（京都 3件、鎌倉 1件）、韓国 2件（ソウル 1件、安東 1件）、タイ 1件で、

災害の種類としては地震 1件、火災 6件、洪水 1件が取り上げられました。

3月 4 日にはシンポジウム本会議が開催され、当拠点の土岐憲三教授によ

る基調講演「日本における文化遺産防災学の 15 年」から始まり、第 1部で

は日韓共同プロジェクトの成果報告が行われ、第 2部では被災事例からの教

訓と取り組みに関する紹介、第 3部では東アジア木造文化圏を災害から守る

ための国際共同研究のためのパネルディスカッションが行われました。

第 1部では、金王稙教授 ( 明知大学校 ) による朝鮮時代の漢陽（ソウル）

を中心とした韓国文化遺産災害史に関する報告があり、鄭淵相教授 ( 安東大

学校 )、樋本圭佑助教 (京都大学 )、朴綖英氏 ( 立命館大学博士後期課程 ) の

順で昨年世界遺産になった安東河回村の防災現況や進行中の火災延焼シミュ

レーション、アンケートによる住民や観光客の意識調査の報告がされました。

第 2部では、金太煥教授 ( 韓国龍仁大学校 )、顧林生教授 ( 中国清華大学 )、

山崎正史教授(立命館大学)、古川愛子准教授(京都大学)によるソウル南大門、

中国四川省の地震災害復興、ネパール・パタン市にある歴

史的組積造建造物の地震時挙動に関する報告がありました。

最後のパネルディスカッションでは、谷口仁士教授、大

窪健之教授、金王植教授、鄭淵相教授、顧林生教授が登壇

し、今後日・中・韓の 3カ国が連携した形でどういったテーマ

で文化遺産の防災に関する研究が可能であるか、その協力

体制の在り方などについて討論を行いました。この会議で

は、国を超えた情報共有の重要性を再認識しただけでなく、

若手人材の国際交流を通じた新たな可能性などを見出すこ 

とができました。　　　 （国際連携委員会　谷口 仁士）

アンケート調査に基づいた
安東河回村の防災対策の現状

文化遺産防災国際シンポジウムの会場風景
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カトマンズ現地調査の実施報告

　2011 年 8 月，昨年度に引き続きネパールの文化遺産都市であるカトマン

ズ渓谷パタンにおいて，現地調査を実施いたしました。これは，立命館大学

と現地のトリブバン大学 IOEとの間で進められている歴史都市パタンの危機

管理計画策定に向けたグローバル COE 国際共同研究プロジェクトの一環と

して実施したものです。

　今回の調査では，パタン市ジャタプール地区をフィールドとして，同地

区とその周辺の住民を対象にワークショップを 2回実施しました。１回目

は，地図上で災害時の消火活動や避難行動について議論し，2回目は，実際

にその内容を確認するために発災対応型の避難訓練を実施しました。ワーク

ショップ実施前後に現場で配布したアンケートから，今回のワークショップ

による住民意識の変化や住民の日常時の行動範囲等，防災計画立案の基礎と

なるデータが得られました。

　大規模災害時には住民間での共助が重要となるため，現地の地域コミュニ

ティ活動についても調査を実施しました。世界遺産指定地区において，ヒッ

ティと呼ばれる伝統的な自然水利を中心に形成される、各コミュニティの代

表・管理者等を対象にヒアリング調査を実施し，コミュ

ニティの組織体系や活動内容等を調査しました。調査に

より，ヒッティを水源とする独自の水供給システムの維

持管理等，各コミュニティの活動実態が明らかになりま

した。

　今後は，ヒッティの防災資源としての活用可能性や，

防災コミュニティとして位置づける際の課題を検討し，

住民の視点に立って地域の危険箇所を考慮した防災マッ

プの作成や，地域コミュニティベースで実施できる防災

活動の計画・提案を行いたいと考えています。

（G -COE文 化 遺 産 防 災 学 推 進 拠 点  リ ー ダー 　 大 窪  健 之 ）災害図上訓練（DIG）の様子

避難訓練の様子－１ 避難訓練の様子－ 2
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歴史都市防災シンポジウム '11 の開催報告
　2011 年 7 月 2 日（土）に、立命館大学びわこ・くさつキャンパスにて、

歴史都市防災シンポジウム '11 を開催しました。歴史都市や文化遺産の防災

に関する 47 件の研究発表と活発な討議がおこなわれ、全国から 120 人以

上の参加がありました。セッションは、市街地防災、社会システム、避難行

動、歴史遺産、火災、消防、防災技術、耐震、

東日本大震災、地震被害、海外事例、斜面

防災と多岐にわたりました。

　来年度（2012 年度）も 7月頃にシンポ

ジウムを開催する予定です。

　なお、シンポジウムで発表された研究成

果については「歴史都市防災論文集 Vol.5」

として刊行しております。掲載論文・報告

は HP（http://r-cube.ritsumei.ac.jp/browse-

journaltitle）で公開していますので、ご興味

のある方はぜひご参照ください。

（ G -COE文 化 遺 産 防 災 学 推 進 拠 点  幹 事  小 川  圭 一 ）
論文発表セッションの風景

第３回文化遺産防災アイデアコンペティションの実施報告

　2011 年 7 月 2 日（土）に立命館大学びわこ・くさつキャンパスにて、第

３回文化遺産防災アイデアコンペティションの第 2次審査会と表彰式が実施

されました。

　本年度は、京都市の堀川およびその周辺地域をスタディエリアとして文化

遺産防災のアイデアを募集しました。対象エリアは歴史的な都市軸であり、

かつて途絶えた堀川の再生は住民参加を経て一部が既に実現し、河川公園が

つくり出されています。また、流域住民による新生堀川に対する「川育て」

への取り組みなども開始されています。

　そうした対象エリアの状況を応募者の皆

様がよりよく理解して取り組んで頂けるよ

う、4月 2 日（土）には現地見学会を実施し

ました。見学会では、審査委員の大窪健之

教授（立命館大学）と、吉川哲雄氏（「堀川

と堀川通りを美しくする会」会長）による

レクチャーと、質疑応答の時間を設け、そ

の後二人の審査委員とともに実際に堀川沿

いの散策を行いながら、対象エリアに対す

る理解を深めました。 現地見学会での吉川会長によるレクチャー
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■  お 知 らせ  ■

オンライン版への切り替えについて
　本ニューズレターは、次号より PDF 形式によるオンライン版に一本化す

ることとなりました。バックナンバーも含めまして、立命館大学歴史都市

防災研究センターのホームページ（http://www.rits-dmuch.jp/jp/project/

gcoe/newsletter.html）より、いつでもご覧頂くことができますので、ぜひブッ

クマークをお願いします。また現在、メールニュース会員の登録もできるよ

う準備中ですので、準備が整いましたらぜひご登録ください。なお、ホーム

ページには他にも文化遺産防災学に関わる多様な研究活動の情報が掲載され

ております。定期的にご確認いただけますよう、この機会に併せてご案内を

申しあげます。　

" 際 を巡 る水 景 "   村 上 康 史 （ 千 葉 大 学 大 学 院 ）

　こうした事前研修を経て、最終的に全国から 45 作品の応募をいただき、

7月 2 日（土）には一次審査を通して選抜された 10 作品の公開プレゼンテー

ションが行われました。同日、審査委員による協議により特別賞を含む計

10 作品が選出され、土岐憲三審査委員長（立命館大学教授）から表彰が行

われました。入選作品は下記の通りです。

　応募者の皆様および、ご来場いただきました皆様のご協力に感謝を申しあ

げ ま す 。    　 　 （ 文化遺産防災アイデアコンペティション実行委員会　 武 田  史 朗 ）

【優秀賞】
" 際 を巡 る水 景 "       村 上 康 史 （ 千 葉 大 学 大 学 院 ）
"extention of river"          久 米 貴 大 （ 立 命 館 大 学 大 学 院 ）
" 神 泉 水 系 共 同 帯 "           李 鹿 路 （ 東 京 大 学 ）
【佳作】
" 木 漏 れ日 の 注 ぐ ま ち "     山 崎 拓 （ 滋 賀 県 立 大 学 大 学 院 ）
" 森 の 歴 史 街 道 "        波 利 摩 星 也 （ 東 京 理 科 大 学 大 学 院 ）
"ripple "                 石 井 佑 介 （ 京 都 造 形 芸 術 大 学 大 学 院 ）
" 堀 川 回 遊 交 差 点 "    石 崎 智 貴 （ 京 都 造 形 芸 術 大 学 大 学 院 ）
【特別賞】
" 水 脈 が つ む ぐ ま ち "          角 矢 洋 平 （ 神 戸 大 学 大 学 院 ）
" 大 き な 水 た ま りと 小 さ な 水 た ま り " 市 橋 克 明 （ 大 阪 工 業 大 学 大 学 院 ）
"竹の系譜 "                        坂本達典 （工学院大学）
注）作者名（敬称略）は代表者のみ記載しております．
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